
父
、
頼
忠
・
母
、
理
昌
院
の
墓

　

父
頼
忠
の
墓
室
内
に
は
基
壇
の
上
の
左
側

に
宝
篋
印
塔
、
右
側
に
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
理
昌
院
の
墓
室
に
は

基
壇
の
上
の
左
側
に
五
輪
塔
、
右
側
に
宝
篋

印
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
宝

篋
印
塔
と
五
輪
塔
が
対
を
な
し
て
い
ま
す
が
、

位
置
は
左
右
反
対
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

頼
忠
は
最
初
永
明
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
、

寺
が
破
却
さ
れ
た
後
に
頼
岳
寺
に
改
葬
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
理
昌
院
の
墓
は
上
原
城
下
の
理
昌

院
平
に
あ
っ
た
も
の
を
頼
岳
寺
に
改
葬
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
頼
水
の
御
霊
屋
を
作

っ
た
際
に
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

６
基
の
石
灯
籠

　

御
霊
屋
の
頼
水
廟
の
前
に
は
、
６
基
の
石

灯
籠
が
奉
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
３

基
は
頼
水
の
子
が
奉
献
し
た
も
の
で
す
。
頼

郷
と
頼
泰（
頼
長
）は
、
早
く
か
ら
松
平
忠
長

（
徳
川
家
光
の
弟
）に
仕
え
、
そ
の
後
旗
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
頼
孚
は
頼
水
の
家
督
を
継

い
で
２
代
藩
主
と
な
っ
た
忠
恒
の
家
臣
と
し

て
諏
訪
家
に
残
り
ま
す
。

　

こ
の
御
霊
屋
前
に
は
、
２
代
藩
主
忠
恒
の

奉
献
石
灯
籠
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

頼
水
の
石
廟
を
建
立
し
た
の
が
忠
恒
で
あ
る

　

残
り
の
石
灯
籠
は
、
小
沢
主
膳
、
井
手
宗

順
、
牛
山
勘
右
衛
門
が
奉
献
し
た
も
の
で
す
。

　

小
沢
主
膳
は
頼
水
の
家
臣
で
、
頼
水
の
娘

（
養
女
と
も
い
う
）
を
妻
と
し
て
い
ま
す
。

　

井
手
宗
順
は
藩
医
と
し
て
頼
水
に
仕
え
、

高
島
藩
に
配
流
と
な
っ
た
松
平
忠
輝
（
家
康

の
６
男
）
の
世
話
も
し
て
い
ま
す
。

　

牛
山
勘
右
衛
門
の
奉
献
石
灯
籠
は
、
銘
文

に
芳
志
院
殿
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
の
場
所

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
灯

籠
に
記
さ
れ
た
年
号
も
、「
享
保
」
と
、
お
よ

そ
1
0
0
年
ほ
ど
後
の
も
の
で
す
。

父 頼忠の墓
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諏訪頼孚

諏訪頼泰

小沢主膳井手宗順牛山勘右衛門
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母 理昌院の墓

理
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栄
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姉

理
昌
院
玉
栄
林
公
大
姉

寛
永
四

九
月
二
日

丁卯

空

風

火

た
め
、
石
灯
籠
の
奉
献
は
行
わ
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
石
廟
内
の
石

碑
に
は
、
諏
訪
出
雲
守
忠
隣
と
あ
り
忠
恒
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
諏
訪
藩
主
で
出
雲
守
の

官
位
を
も
つ
も
の
は
忠
恒
だ
け
で
あ
る
の
で
、

忠
恒
の
別
名
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

墓所は、頼岳寺が管理しています。墓所は、頼岳寺が管理しています。
自由に見学できますが、周辺の墓など
を荒らさないようにお願いします。
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御霊屋

　
　
　

島
藩
初
代
藩
主
諏
訪
頼
水
の
墓
は
、

　
　
　

ち
の
上
原
の
頼
岳
寺
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
頼
水
の
両
親
で
あ
る
頼
忠
と

理
昌
院
の
墓
も
あ
り
、
一
つ
の
建
物
（
御
霊

屋
）に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。建
物
周
辺
は
、「
諏

訪
氏
頼
岳
寺
廟
所
」
と
し
て
茅
野
市
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
11
月
18
日
に
国
の

文
化
審
議
会
が
、
国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う

松
野
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
、
平
成
29
年

２
月
９
日
付
け
で「
高
島
藩
主
諏
訪
家
墓
所
」

の
名
称
で
約
２
１
１
平
方
㍍
が
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
範
囲
に

あ
る
主
な
建
物
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

頼
水
廟

　

頼
水
廟
は
、
安
山
岩
製
で
、
基
礎
の
上
に

築
か
れ
、
下
か
ら
基
壇
、
柱
と
壁
・
扉
を
構

成
す
る
建
物
本
体
、
宝
形
造
り
の
屋
根
、
露

盤
と
宝
珠
か
ら
構
成
さ
れ
、
内
部
に
石
碑
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
上
部
の
露
盤
と
宝

珠
は
御
霊
屋
の
天
井
の
上
に
あ
り
、
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
形
式
の
石
廟

で
あ
る
妻
貞
松
院
の
石
廟
を
参
考
に
復
元
実

測
を
し
ま
し
た
。

　

内
部
の
石
碑
に
は
、
五
輪
塔
が
描
か
れ
、

右
に
頼
水
の
法
名
、
左
に
石
廟
を
建
立
し
た

忠
隣（
忠
恒
）の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
島
藩
主
の
墓　

　

高
島
藩
主
の
墓
は
、
初
代
頼
水
と
そ
の
両

親
で
あ
る
頼
忠
・
理
昌
院
の
墓
所
が
上
原
頼

岳
寺
に
あ
り
、
２
代
藩
主
忠
恒
か
ら
８
代
忠

恕
ま
で
の
墓
が
上
諏
訪
温
泉
寺
に
あ
り
ま
す
。 

　

温
泉
寺
の
墓
所
も
諏
訪
市
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
史
跡
指
定
は
、

諏
訪
市
上
諏
訪
の
温
泉
寺
に
あ
る
藩
主
の
墓

地
約
１
２
８
３
平
方
㍍
と
の
一
括
指
定
で
す
。

　
　茅

野
市
の
史
跡

　

茅
野
市
の
史
跡
と
し
て
は
、特
別
史
跡「
尖

石
石
器
時
代
遺
跡
」、史
跡
「
上
之
段
石
器
時

代
遺
跡
」、史
跡
「
駒
形
遺
跡
」
に
次
い
で
４

件
目
と
な
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
茅
野
市
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
を
中

心
と
し
た
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
諏
訪
大
社
上
社
前
宮
な

ど
と
と
も
に
、
古
代
や
中
世
に
お
い
て
も
諏

訪
地
方
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
ま
す
。

頼
岳
寺

　

頼
岳
寺
は
、
初
代
藩
主
頼
水
に
よ
っ
て
、

寛
永
８
年（
１
６
３
１
年
）に
開
基
さ
れ
ま
し

た
。

　

御
霊
屋
お
よ
び
家
臣
団
の
墓
所
は
頼
岳
寺

祝
高
島
藩
主
諏
訪
家
墓
所

　
　
　
　
　
　
　
国
史
跡
指
定

祝
　高
島
藩
主
諏
訪
家
墓
所

　
　
　
　
　
　
　
国
史
跡
指
定

高

御霊屋遠景

御霊屋全景

本
堂
の
左
手
の
石
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
御
霊
屋
は
石
段
を
上
っ
た
正
面
に

あ
り
、
３
室
に
分
か
れ
、
左
側
に
頼
水
（
頼

岳
院
）、中
央
に
父
頼
忠
（
永
明
院
）、右
側
に

母
理
昌
院
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
霊
屋
は
、
頼
岳
寺
の
記
録
か
ら
、
安
政

６
年（
１
８
５
９
年
）に
再
建
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
は
、
諏
訪
家
廟
所
の
み
の
指

定
で
す
が
、
頼

岳
寺
の
廟
所
周

辺
に
は
諏
訪
家

を
支
え
た
家
臣

団
の
墓
地
も
多

く
残
さ
れ
て
い

て
、
江
戸
時
代

初
期
の
藩
主
と

家
臣
団
の
関
係

を
示
す
資
料
と

し
て
も
、
貴
重

な
も
の
で
す
。

頼水廟外観石　碑 頼水廟実測図
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